
+ 
甥ザ子

-+; 

Enr臨画面さ窓辺1鬼J1，事iillil・
東部海岸に市民交流ゾーン
現在、 11月中の策定巻目様俗進められている仙台市の鰻災復興計画.その中間

業にはrW0万人の復興プロジェクト-JI，としてwの項目拶盛リ込まれています.そ
の一つが「美しい海辺を復元す

るj海辺の3l:漉再生プロジェクト

です.乙れl立、被災した東部湾岸

エリアに、調骨波被嘗を経濃させる

海岸防災赫を警備し、美しい淘

浜景観を膏竿.仙台市の櫛る費

量な自然環筑である靖生干潟平

井ま浦の再生にも取り組み、多く

の市民が海平自然と再び触れ合

告ととができる魅力的な受流ゾー

ンを殴ける計画τす.安全を確保するための防潮混争防災林を整備'zるごとはもち
ろん、多彩なスポーツレクリエーション施般を楚え、市民の騰もが訪れたくなる銭

しくて型軽しい海辺の復元を目指しています.具体的怠!II:備計画lごヨいては、幅広ω
市民との協働により取り組むととも民、植樹活動などへの市'民参加も検討苦れてい

て、その名の通りA∞万人によるプロジェクトの推進を革本としでいます.

j・防災事事・書官生干潟等の再隼

具体的な取り組み ‘ f ・湾雌を館れるm~の安全磁保

1・スポーツ・レクリヱーション鎗般の復旧

車血連れ(:~.<町期厚に鰻し:I!れた仙台市海修公園
冒瞳広喝.丘瞳揖を活かした盈・で、3.11大震挺崎広1:
置・a・所としてら制局された(2010'i'-7周撮膨)
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で
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の
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ベ
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を
想
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し
、
被
容
の
予
測
と
対
策
の
準
衡
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
回
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れ
を
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は
、
特
に
沿
岸
制
御
の
復
興
と
防
災
対
策
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
し

τい
ま
す
.
基
本
的
に

は
、
防
潮
堤
・
防
災
林
・
貞
山
繍
道
路
な
ど
を

活
用
し
た
多
冠
制
御
の
防
災
シ
ス
一T
ム
の
整
備
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
津
波
で
海
岸
部
の
松

林
が
か
な
り
流
さ
れ
ま
し
た
が
、
残
っ
た
松
の
木

を
見
る
と
、
根
が
患
っ
た
よ
り
も
浅
い
乙
と
が
分

か
り
ま
し
た
・
土
櫨
輔
の
圃
閣
が
厚
い
と
根
も
深
く
張

る
の
で
す
が
、
地
盤
が
低
い
と
ど
)
つ
し
て
も
根
が

浅
く
な
u
v
、
倒
れ
や
す
く
な
ヲ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
後
は
士
寝
を
か
さ
上
げ
し
て
か
ら
、
防
災
林
を

再
生
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
防
災

林
の
備
も
大
切
で
す
・
幅
が
あ
れ
ば
海
側
の
木
が

倒
さ
れ
て
も
、
途
中
で
食
い
止
め
ら
れ
る
可
能
性

る
高
く
な
り
ま
す
.
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で
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以
前
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同
じ
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と
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生

自
然
の
樹
木
や
一
地
形
を
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か
す
の
は
、
防
災
の

基
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す
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海
外
で
も
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
林
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浅
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の
珊
瑚
破
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ど
を
津
波
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に
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用
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て
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す
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ば
コ
ス
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が
抑
え
ら

れ
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
も
少
な
い
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
・ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
防
災

林
は
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が
基
本
で
し
た
が
、
松
ぐ
い
虫
な
ど
の
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え
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広
葉
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.

も
と
も
と
緑
に
は
、
防
災
だ
け
で
な
く
、
環
境

保
全
や
景
観
ヲ
く
り、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
空
間
、

実
り
の
場
な
ど
と
し
て
の
多
彩
な
機
能
が
あ
り

ま
す
.
防
災
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い
え
ど
も
、
そ
の
機
能
と
魅
力

を
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整
備
じ
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い
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と
拶

大
切
で
す
。
津
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あ
っ
た
か
ら
乞
い
っ
て
ご
退
陣

都
に
は
「
一
度
と
近
ヲ
か
な
い
と
い
う
考
え
だ
け
は

持
つ
で
ほ
し
く
怠
い
マ
す
ね
。
今
回
の
規
模
の
地

震
は
何
百
年
に
一
度
、
宮
城
県
沖
地
震
の
規
模
に

し
て
も
何
十
年
に
」
度
の
頻
度
で
す
.
過
剰
な
反

巧

津波によりその多くが被曹を浸けた松林。吉証された
松林の土織や俣の渡り方~どの栂奪が進む
(2011年6月撮量的

3.11大震災の津波により、鳩滅的立被害を費けた仙台市若林区の沿岸傷。
生い茂っていた松林も、今は見る影もない (2011年4月撮膨)

応
を
す
る
の
で
は
な
く
、
平
常
な
生
活
を
取
り
戻

す
と
と
が
重
要
で
す
。
な
お
日
本
の
場
合
、
一残
念

な
が
ら
ど
ζ
に
住
ん
で
い
て
も
自
然
災
害
の
リ
ス

ク
が
あ
り
、
完
ぺ
き
に
安
全
な
と
乙
る
は
あ
り
ま

せ
ん
。
リ
ス
ク
と
共
生
す
る
と
い
う
考
え
方
が
犬

切
で
、
市
民
が
防
災
林
の
再
生
に
積
極
的
に
関
わ

る
と
と
で
、
沿
岸
部
の
復
興
も
進
ん
で
い
く
の
で

は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
.

復
興
の
原
動
力
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民
の
主
体
的
活
動
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史
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。
過
去

ι

太
一
き
な
地
震
や
津
波
が
あ
っ
た
事
実
を
知
る
と
と

も
に
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
き
た
知
恵
と
勇
気
も

一絡
に
学
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
@

例
え
ば
、
私
た
ち
が
毎
年
楽
し
ん
で
き
た
祭
り
な

ど
の
行
事
に
も
、
先
人
た
ち
の
恩
い
や
教
訓
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
.
今
度
は
、
私
た
ち
が
震
災
の

経
験
を
生
か
し
、
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
街

づ
く
り
の
確
立
を
進
め
、
将
来
へ
と
伝
え
て
い
く

番
だ
す
・
板
神
淡
路
大
震
災
で
も
、
市
民
の
主
体

的
な
活
動
が
、
復
興
の
夫
き
な
原
動
力
と
な
り
ま

し
た
・
今
乙
そ
、

1
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万
都
市
仙
台
の
力
を
発

揮
す
る
時
で
す
。
大
学
と
し
て
も
、
地
域
減
災
実

践
学
や
震
災
復
興
支
援
学
な
ど
の
視
点
か
ら
市

民
の
活
動
を
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

仙台市では、杜の都にふさわ

しい緑豊かな街並みを形成する

ため民、様々な緑化活動を推進

しています。

今回ご紹介する「生垣づくり

助成事業Jは、一定の基量院を満
たす隼垣を綾置しようとする個人

や事業者に対し、植銭費用の一

部を助成する事撲です。また、

プロック塀を撤去して生垣を放置する場合には、撤去に係る費用も対象となります。

この助成は、 1978年の宮城県沖地震により、数多くのテロック塀が倒壊したこと

をきっかけに創役されましたが、 3:11大震災においても、プロック塀被害が多数億め

られたことから、今年度は事寮費を拡大して、対応しています。

生垣は美しい街並みの形成や防災のほか、防風や大気の例主などの続々な効

果がありますので、積極的にご活用ください。

鮮しくは、各区役所の街並み形成課までお聞い合わせください。

なお、仙台市町ホーム吋ー?でも紹介していますので、あわせてど覧ください。

http""，www.city.send副知厄hizen/midori/inlo/ll07 .html 

「生垣づくり助成事業jにも、あしたのみどりキャンペーンが寄附している 1 
h 閏年の社づくり推進益金J力活用されています

仙台市の『生垣づくり助成事業J

!被|災|者|支援|のために

|事|業|費lを瞳圃
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